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Ａ．研究目的 

 現行の相談支援専門員の多くは医療にあまり 

通じておらず、在宅の重症心身障害児者を十分 

に支援できていないという声が現場から聞かれ 

る。この度の研究は、重症児者等の支援者と 

コーディネーターの研修プログラムを評価する 

ことを目的とした。  

 

Ｂ．研究方法 

 研究分担者を中心に評価チェックリスト案

を作成し、研究協力者とともにリストの妥当

性を検討した。その後、各項目のキーワード

について、4段階の達成度（スライディング

スケール）案を研究分担者が分担して作成し、

全員で検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

 チェックリストには、医療の基本的なこ

とから次第に高度な（重症児者にとって重

要な）ことに移行するようにして作成した。 

 
コミュニケーションと虐待については、

独立の項目とした。生活支援については、

ライフステージなど、ストーリーを持たせ

ることに努めた。こうすることによって、

医療的ケアの必要性がスムーズに理解され、

また、本人中心の支援という姿勢が身につ

くことが期待される。 

 

 
次のページから、重症児者等コーディネー

ター研修評価アセスメント表を掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究要旨 

 重症児者等の支援者とコーディネーターの研修プログラムの評価チェックリストを作成した。

チェックリストは１．生命維持、２．発達と日常生活の質の保障、３．コミュニケーション、

４．生活の見通し、５．家族のQOLの維持向上、６．地域の医療福祉資源の把握と有効活用のた

めの人的ネットワークの構築、７．虐待への対応の7項目とした。それぞれの項目ごとにキーワ

ードを挙げ、キーワードの項目達成度を測る、１～４の4段階のスライディングスケールを作成

した。研修修了者の自己評価に有用と思われる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


